
希 望 坂(北中だより) 

第３号 令和 元 年５月１０日  

みやき町立北茂安中学校  校長 森田 直樹 

 

 

 

 

 

◆◇平成最後の全校集会◇◆   

  平成 31 年 4 月 24 日に全校集会がありました。考えてみれば、最初の全校集会にして、平成最後の全校集

会でした。どんな話題で「校長先生の話」をしようかと思いを巡らせていましたが、やはり昨年度の校長先生の話

の流れを切らずに、それでいて新しいものをと考え、「北茂安中の校章」の話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは北茂安中の校章ですね。では、なぜこの模様がつかわれているか知っている人いますか？ 

（3 年生が見事に答えてくれました。）よく覚えていました。成富兵庫茂安公の成富家の家紋だったからですね。

ところで、書物によると、成富家が使っていたのは、その模様マークだけではなかったみたいです。あわせて少

なくとも 4 つの家を表す模様＝「家紋」といいますが、それをつかっていたようです。左から、「撫子」 「唐菱」 

「丸につた」 「五葉もっこう」と呼ばれる家紋です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

茂安公の甲冑です。家紋がどこにあるか、さがせますか？そうですね。兜の前にあるように見えます。４つのう

ちのどの家紋ですか？「つた」の家紋ですね。ちなみにこの甲冑は、加藤清正公から褒美に頂いたものだった

そうです。茂安公は治水で有名ですが、実は若いころは、かなり武勇に秀でた、つまり戦いに強い武士だったと

のことです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

｢蔦紋｣は、つたが岩石に絡まる風趣と紅葉する葉の「美しさ」が早くより人々に愛され、文様として衣服や家具

類に施されていました。 「万葉集」や「枕草子」などにはその風情が描かれています。 やがて家紋に使われま

すが、他の樹木や建物に絡まり成長する「生命力」の強さが、家紋に採用された要因とも考えられています。また、

「蔦」の字には地上にたくましく繁殖する「草」と空を翔ける「鳥」を合わせた意味があるともいいます。 

これらのことから、この校章は、成富茂安公の勇猛さと知恵と実行力にあやかりつつ、「蔦の葉」のような、「美

しさ」「生命力」「たくましさ」をみなさんに与えようとしているのだと思います。 

さて、今日の僕たちや私たちは、「美しさ」「生命力」「たくましさ」をいただきましたか？言葉の美しさ、行動の

美しさはありましたか？朝から生き生きと元気のいいあいさつはできましたか？粘り強くたくましく、ものごとに取

り組めましたか？自問したいですね。  



◆◇防犯教室を行いました。◇◆ 
 5 月 9 日（木）の 5 時間目に防犯教室を行いました。講師に少年

補導員の平尾昌晃さんと鳥丸鶴一さんを招いて、身を守るための講

話と護身術の実技指導がありました。「だらしない身なりをしている

と、危ない人から声を掛けられやすい」「ながら歩きは危険」「自転車

運転中によび止められたら、相手との間に自転車を入れるようにす

る」などのアドバイスがありました。 

実技演習をする時間もあり、指導をうけた１年生からは、「今日は

ためになる防犯のお話と実技指導をありがとうございました。」と、感

謝の言葉が述べられました。 

 

〇雨だったけど気持ちのいい朝。 

５月９日（木）の朝は、天気予報通り

の雨でした。いつも立っている校門前

の信号から南へ下り、信号機のない横

断歩道のところへいってみました。 

すると、遠いところからでも生徒たち

が気持ちのいい挨拶をして通って行き

ます。前日は、校門で挨拶を返さず黙

っていく男子生徒の一団に、「挨拶しき

らんとか？」と、久しぶりに苦ぐちを言っ

たこともあり、とても嬉しい気持ちになり

ました。近くの民家の塀の間から垣間見

えるお地蔵さんも、こころなしか笑って

見守っているようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

◆◇今後の予定◇◆ 

11 日（土）みやき町教育の日・授業参観 

PTA総会・講演会・部活動保護者会 

13 日（月）全校集会 

14 日（火）修学旅行・宿泊訓練事前指導 

15日（水）3年修学旅行（～17）、1年宿泊研修（～16）

16 日（木）2 年バス研修 

19 日（日）県下一斉部活動休養日 

23 日（木）～24 日（金）校内テスト 

◆校長室の窓◆ 

先日学校に校長宛の箱状の郵便物がありました。差出人は、

30 年以上前の教え子でした。中身は大分名物のお菓子。（彼女

の好物とか。） 

中学校の国語教師をしていた彼女Yさんは、鹿児島の高校の

先生と結婚して、佐賀を離れました。（愛は強し。）その後、夫の

転任にともなって別府へ。2 人の子どもを立派に育てながら、今

はある中学校で支援員をしているとのこと。添えられてきた手紙

から、彼女の充実した日々が察せられます。趣味の俳句は、毎

月新聞などに投稿している様子で、その記事が添えられていま

した。 

 

校庭を横切る散歩いぬふぐり 

  

季語は「いぬふぐり」。季節は春。まだ寒さの残る 2 月の晴れ

た日、陽ざしに誘われて昼休みにでも校庭に出てみたのでしょう

か。支援をしている生徒と一緒だったのかもしれません。「天気

いいよ。外に出てみようよ。」と誘ったりして。 

すると、青いかわいらしい花が、土をはうようにはびこる緑の葉

の間から顔を出している。思わず足を止めて、会話する。「この

花の名前、知っている？」「いぬふぐりっていうんだよ。」そんな情

景が思い起こされます。 

◆〇表彰おめでとう〇◆ 

第４１回鳥栖陸上競技選手権大会 中学男子砲丸投（５．０Kg) 記録１０ｍ３１ 優勝 原 優介 

                       中学女子走高跳       記録 １ｍ２５ 優勝 三宮茉和 

中学女子低８００ｍ    記録２分４８秒８ 第 3 位 三宮和依 

第３３回佐賀県中学生春季剣道大会 男子団体      優勝 北茂安中剣道部  

男子個人     第 2 位 武田侑弥 

第３回佐賀県 SC水泳競技大会 13～14 才 女子 50m 平泳ぎ 37 秒 74 第 2 位 橋本美花 

13～14 才 女子 200m平泳ぎ 2 分 58 秒 50 第 3位 橋本美花 

13～14 才 女子 50m バタフライ 34 秒 22 第 2 位 北原彩里衣 

13～14 才 女子 50m 自由形 30 秒 94 第 2 位 北原彩里衣 

２０１９年度佐賀県強化拠点校指定  北茂安中剣道部 



 


